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１．研究計画の概要 

哲学用語「存在論」に由来する「オントロ
ジ」は、情報学では「概念間の関係の明確な
定義の集まり」として、情報元から独立した
上位層で、情報を組織化し、検索を支援する
ために重要な存在であるが、その実は、その
名称の来歴が示す通り、有史以来の普遍的な
営みでもあった。和漢の古典においては、類
概念(分類用概念語彙)で統御される辞書や
辞典が、継承性の高いオントロジの宝庫とし
て、情報の組織化と文化的価値の継承の役割
を担い続けてきたからである。 

研究代表者は、かかる古典学の継承性に着
目して、類聚編纂物中の階層的に表現される
分類用概念語彙を集積し、情報資源として現
代生活や社会に応用し得ることを明らかに
してきた(2003～05 年度基盤(B)「和漢古典学
のオントロジモデルの構築」[代表:相田])。 

本研究は、情報処理機器でサポートされる
機会の稀な、日本の前近代文献を対象に、古
典的語彙オントロジ・時間(日本旧暦オント
ロジ)・空間(日本歴史地名オントロジ)の 3
者のオントロジを組み合わせた利用を構想
し、原資料から、時間情報を切り分け、知識
発見を促すためのツールを開発、その利用と
開発研究を通じて、研究モデルの提示を進め
る実践的応用研究に取り組むものである。 

具体的には、和漢オントロジ・日本旧暦オ
ントロジ・日本歴史地名オントロジ３種の階
層的オントロジを、日本の古典籍本文へ埋め
込むことにより、情報ナビゲート機能を有す
るフルテキストコンテンツを構築すること
を構想するものである。そして、そのための
ツールの開発のために、不規則な記述にも対
しても暦日情報が自動付加されるツールを

開発し、あわせて、知識発見をサポートする
ためのオントロジの整備を進めるのみなら
ず、関連するオントロジ資源の共有を促すも
のである。そして、そのことを通じて、前近
代文献世界の知識発見モデルの提示と研究
の進展と活性化をめざす。 
２．研究の進捗状況 
以下の 4点を中心に研究を進めてきた。 

(1)暦象情報付加ツールの開発 
 『古事類苑』記載本文を試験データとして、旧暦
による時間情報が不規則に埋め込まれた文章から、
時間情報を抽出、それにユリウス通日・太陽暦を埋
め込むことにより、情報ナビゲートを実現する知識
発見ツールを開発、95％以上の正答率を実現した。 
(2)暦日テーブルオントロジの充実 
 日本で最も長期間使用された宣明暦を中
心に、古暦に関する基本資料および、原典資
料の収集を行い、暦注情報を分析・付加した。 
(3)歴史地名オントロジの構築(歴史地名形態
素情報辞書の構築) 
研究分担者(2007年度、以後連携研究者)・

桶谷の作成した『大日本地名辞書』索引デー
タ約52,000件のデータについて、地名表記・
ヨミ情報の修訂、川・山・橋などの地名接続
詞と地名本体との切り分け作業を行ない、日
本の古典籍と親和性の高い、地名形態素辞書
を作成した。また、構築されたオントロジと
GIS情報を利用した知識発見モデルの成果を
国内外の学会で発表した。 
さらに、千島・樺太・台湾についてもGIS

情報だけでなく、新たな地名やローマ字読み
（訓令・ヘボン式の6通りの読み）を付加する
ことにより、今後さらに高次の応用研究を可
能とする準備を整えた。 
(4)和漢古典概念オントロジの整備 



 地名・暦注に使用される概念との接続のた
めに、和漢古典概念オントロジを充実させた。   

これまでは、データ形成とシステム形成に
重点を置いた研究の進め方が主であった。デ
ータ形成、システム開発は、研究期間終了後
も、より充実したものを構築するために引き
続き継続されることになるだろうが、最終年
度となる研究第 4年度においては、それまで
の研究資源を活用した、オントロジの利用モ
デルの提示を重点的に進める予定である。特
に、暦日・地理情報切り出しツールおよび、
それらのデータを搭載したデータ分析ツー
ルを活用することにより、文学研究に有用な
知識発見モデルの提示を進めたい。その際、
地名オントロジの構築・分析と、和漢古典籍
より抽出された概念語彙との統合、暦日情報
と組み合わせた知識発見モデルなどは、これ

までに無かった視点からの研究成果となる
だろう。そこで、本研究手法のマニュアル化
を行いたい。  また、和漢古典概念語 DB を人間文化研究

機構資源共有集中システム(NIHU One)より公
開し、各典拠に時間情報を付加した。 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由）本研究で作成した暦日テーブルは、
人間文化研究機構資源共有化システムと京
都大学地域情報統合センターにて採用され、
さらに今年度からは東京大学史料編纂所の
基盤データとして採択され、時空間検索シス
テムのコアデータとして利用された。 

また、暦日情報の自動抽出・情報付加ツー
ルの開発の機能向上の方策については、シス
テム的にはほぼ完成している。今後は、エラ
ーデータの分析により、切り出し用のテーブ
ルを個別に修正するために、さまざまなデー
タを試料として検証を重ねる段階にある。 

『大日本地名辞書』のデータについては、
補訂分に相当する樺太・千島・台湾のデータ
に大幅な増補を加えた。これにより、切り出
された地名形態素を使用して、さまざまな文
化的語彙の検証を行うことが可能になった。 

たとえば、その検証の一環として、日本人
の姓と地名の相関関係を、平成元年生まれの
911,817 件の人名から抽出した異なり姓数 
37,862 件を使用して、姓の頻度と地名との一
致についての分析を試みた。その結果、出現
頻度が上位 1,000 位までの姓は 90%近くが地
名と一致するが、以後は一致率が漸減し、
5,000 位以下では 50%を切る一致率となり、
23,000位以後は 10%前後の一致率のまま推移
していることが判明した。その結果、地名と
姓が一致するという事については、あくまで
耳慣れた姓と地名が一致することが多いと
いうことであって、必ずしも日本人の姓全般
に及ぶものではないことが判明した。 

なお、『大日本地名辞書』DB は、連携研究
者桶谷・原との協力により、京都大学地域情
報統合センターから公開を行っている。 
４．今後の研究の推進方策 

また、開発ツールは、日本の暦日情報を切
り出す機能に特化したものであるが、ツール
の仕様としては、日本以外の暦日情報、さら
には地名を抽出して位置情報を付加する機
能にも対応はしている。ただし、その実現の
ためには、切り出し用辞書の整備が不可欠な
ため、辞書整備の基本的指針を策定する。 
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